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平成 26年度：事務局選定結果一覧表 

選 定 基 準 1 法華道  2 柵立堤防  3 隅之木碑  

＜選定基準①＞ 

土木工学的な工夫が認められる遺構 

 － － － 

＜選定基準②＞ 

自然史や自然災害の歴史を示すもの

で、後世に引き継ぐべきもの 

 

 

－ － 

未の満水において、与田切川の

土石流被害を受けた歴史を示す

ものである 

＜選定基準③＞ 

地域住民が生活していく上で、努力

や工夫をしなければならなかった背

景が判るもの 

※「背景が判る」とは、「選定基準②」で示す「自 

 然史や自然災害の歴史」が判るとして運用 

歴史的な背景を持ち、急峻な山

岳地形での人々の暮らしを支え

た道であり、歴史を振り返るこ

とができるものである 

洪水の危険性が高い土地条件で

の生活を背景とした水害や土砂

災害に適応してきた先人の足跡

を体感できるものである 

洪水の危険性が高い土地条件で

の生活を背景とした水害や土砂

災害に適応してきた先人の足跡

を体感できるものである 

その他特記事項 

 
－ － － 

所  見 
選定基準③を 

満たしている 

選定基準③を 

満たしている 
選定基準②及び③を 

満たしている 

 


